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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 1,459 19.4 △114 ─ △137 ─ △128 ─

22年３月期第１四半期 1,222 △34.5 △190 ─ △219 ─ △133 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △12 88 ─
22年３月期第１四半期 △13 41 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 7,365 818 11.1 81 86
22年３月期 7,518 955 12.7 95 57

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 817百万円  22年３月期 954百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0 00 ─ 0 00 0 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 0 00 ─ 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,240 29.4 55 ─ 5 ─ 20 ─ 2 00
通期 6,670 25.0 245 ─ 120 ─ 130 ─ 13 02

somu-01
新規スタンプ



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は【添付資料】P.４「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 10,000,000株 22年３月期 10,000,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 17,814株 22年３月期 16,815株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 9,982,852株 22年３月期１Ｑ 9,983,185株

（※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示）

（※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項）
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善から設備投資の減少も下げ止まるな
ど一部では回復の兆しが見られたものの、失業率が高水準にあるなど雇用情勢・所得環境の悪化やデフレ
などにより、個人消費は低迷を続け、欧州をはじめとする世界景気の先行き懸念が強まり、円高が進むな
ど依然として厳しい状況が続きました。  
 当社グループに関連する工業用機械刃物業界におきましても、こうした環境のもと鉄鋼・製紙・製本関
連等の業界向け需要においては一部回復傾向が見られたものの、全体としては依然横ばいの状況で経過い
たしました。  
 このような環境のなかで、当社グループの第１四半期連結累計期間における業績は、工業用機械刃物に
おいては前第４四半期連結会計期間末からは受注も徐々に回復傾向にあるものの、当第１四半期連結累計
期間の売上への反映はまだ不十分な状況で経過いたしました。 
 産業用機械及び部品においては、設備投資や工作機械受注の回復の影響を受け、前年同期に比べ売上高
は次第に増加に転じました。  
 緑化造園においては、大型植栽工事や民間建築工事なども前連結会計年度末までに一段落したこともあ
り、当第１四半期連結累計期間における完工高は前年同期に比し減少しました。  
 この結果、連結売上高は14億59百万円と前年同期比19.4％増となりましたが、依然として売上高の低迷
が続いていることに加え、棚卸資産の減少や原材料高騰などの影響を受け売上原価が上昇したことなどに
より、損益面におきましては営業損失１億14百万円（前年同期は営業損失１億90百万円）、経常損失１億
37百万円（前年同期は経常損失２億19百万円）、四半期純損失１億28百万円（前年同期は四半期純損失１
億33百万円）を計上することとなりました。  

  

当第１四半期連結累計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億52百万円減少し、73億65

百万円となりました。  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億37百万円減少し、50億92百万円となりました。主な要因は、

当座資産が49百万円および棚卸資産が99百万円減少したことなどによるものであります。  

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ15百万円減少し、22億73百万円となりました。  

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ３億22百万円増加し、41億50百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金や短期借入金の増加などによるものであります。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ３億38百万円減少し、23億97百万円となりました。主な要因は、

長期借入金や長期預り金が減少したことなどによるものであります。  

 純資産は、前連結会計年度末に比べ１億36百万円減少し、８億18百万円となりました。主な要因は、四

半期純損失の計上によるものであります。  
  

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度

末に比べ76百万円減少し、11億30百万円となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

当第１四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、１億47百万円となりました。これ

は税金等調整前四半期純損失１億19百万円および長期預り金の減少62百万円などがあったものの、仕入

債務の増加１億97百万円、たな卸資産の減少99百万円、減価償却費62百万円などがあったことを反映し

たものであります。 

当第１四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は37百万円となりました。これは主に

投資有価証券の取得による支出36百万円などがあったことを反映したものであります。 

当第１四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は１億82百万円となりました。これは

主に長・短期借入金の借入と返済の差額として借入金が１億71百万円減少したことなどによるものであ

ります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

 1.資産、負債および純資産の状況

 2.キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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今後のわが国経済の見通しにつきましては、一部で設備投資の回復や生産の持ち直しが見られるもの

の、円高やデフレの影響などもあり、先行き不安定な状況が今後も続くことと予想されます。  

 このような環境のもと、当社グループの平成23年３月期の第２四半期ならびに通期業績は、当第１四半

期の業績低迷の影響を受け、損益面で当初の予想を大きく下回る見通しとなりました。関連分野からの受

注動向は回復傾向にあり、今後は幾分状況の好転も期待されますが、第２四半期ならびに通期業績の当初

の予想を下回る見通しとなり、連結ならびに個別業績予想を修正いたします。具体的内容につきまして

は、本日（平成22年８月６日）公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の棚卸資産の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

 なお、これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

  

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

 なお、これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成20年12月26日 企業会計基準第22

号）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主

損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

1. 棚卸資産の評価方法

2．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

2.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

3．表示方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,403 1,478

受取手形及び売掛金 1,862 1,836

製品 497 561

仕掛品 646 667

原材料及び貯蔵品 481 496

繰延税金資産 169 168

その他 63 55

貸倒引当金 △33 △34

流動資産合計 5,092 5,230

固定資産   

有形固定資産 1,513 1,559

無形固定資産 105 113

投資その他の資産   

投資有価証券 296 263

繰延税金資産 258 252

その他 119 120

貸倒引当金 △19 △21

投資その他の資産合計 654 616

固定資産合計 2,273 2,288

資産合計 7,365 7,518

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 801 603

短期借入金 2,826 2,697

リース債務 43 43

未払法人税等 9 11

賞与引当金 29 20

その他 440 451

流動負債合計 4,150 3,827

固定負債   

長期借入金 1,716 2,016

リース債務 124 134

退職給付引当金 187 154

役員退職慰労引当金 31 30

長期預り金 336 399

固定負債合計 2,397 2,736

負債合計 6,547 6,563
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 500 500

資本剰余金 194 194

利益剰余金 142 270

自己株式 △3 △3

株主資本合計 833 961

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16 27

為替換算調整勘定 △32 △35

評価・換算差額等合計 △16 △7

少数株主持分 1 1

純資産合計 818 955

負債純資産合計 7,365 7,518
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,222 1,459

売上原価 1,063 1,238

売上総利益 159 220

販売費及び一般管理費 349 334

営業損失（△） △190 △114

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 1 2

持分法による投資利益 7 11

その他 11 14

営業外収益合計 22 28

営業外費用   

支払利息 31 30

為替差損 1 11

その他 17 10

営業外費用合計 51 51

経常損失（△） △219 △137

特別利益   

固定資産売却益 － 17

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 4 17

税金等調整前四半期純損失（△） △214 △119

法人税、住民税及び事業税 4 8

法人税等調整額 △85 △0

法人税等合計 △80 8

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △128

少数株主利益 0 0

四半期純損失（△） △133 △128
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △214 △119

減価償却費 67 62

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10 33

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5 1

受取利息及び受取配当金 △3 △2

補助金収入 － △3

支払利息 31 30

固定資産除却損 0 2

為替差損益（△は益） △0 5

固定資産売却損益（△は益） － △17

売上債権の増減額（△は増加） 352 △25

たな卸資産の増減額（△は増加） 99 99

未収入金の増減額（△は増加） 6 4

破産更生債権等の増減額（△は増加） 1 1

仕入債務の増減額（△は減少） △204 197

未払金の増減額（△は減少） △2 △23

未払消費税等の増減額（△は減少） △1 △9

預り金の増減額（△は減少） 10 33

長期預り金の増減額（△は減少） △25 △62

その他 △48 △30

小計 76 183

利息及び配当金の受取額 1 2

補助金の受取額 － 3

利息の支払額 △22 △28

法人税等の支払額 △9 △13

営業活動によるキャッシュ・フロー 46 147

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △52 △20

有形固定資産の売却による収入 － 22

投資有価証券の取得による支出 － △36

無形固定資産の取得による支出 － △0

定期預金の預入による支出 △44 △36

定期預金の払戻による収入 98 34

従業員に対する貸付けによる支出 △1 △0

従業員に対する貸付金の回収による収入 0 0

その他 7 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 8 △37
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △92 141

長期借入れによる収入 20 －

長期借入金の返済による支出 △228 △313

リース債務の返済による支出 △7 △10

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △309 △182

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △244 △76

現金及び現金同等物の期首残高 1,335 1,207

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,090 1,130
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法は製品の系列および市場の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各区分に属する主要な製品・工事 

 
  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載は省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 
３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

工業用 
機械刃物 
(百万円)

産業用機械
及び部品 
(百万円)

緑化造園

(百万円)

計

(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結

(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

917 179 126 1,222 ― 1,222

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 ─ 6 6 (6) ―

計 917 179 132 1,228 (6) 1,222

営業利益又は営業損失(△) △54 △31 0 △85 (104) △190

事業区分 主要製品・工事

工業用機械刃物 鉄鋼用刃物・合板用刃物・製紙パルプ用刃物・製本用刃物

産業用機械及び部品 研削盤・切断機械・スライドウェイ・各種カッターおよびユニット

緑化造園 造園工事・管理受託業務・法面工事・外構工事・建築工事

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

東南アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 196 12 209

Ⅱ 連結売上高(百万円) 1,222

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

16.1 1.0 17.1

(1) 東南アジア………マレーシア、インドネシア、中国

(2) その他の地域……米国、ロシア
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（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17 

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

1.報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社は取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って当社は製品・サービス別のセグメントから構成されており、「工業用機械刃物」、「産業用機械

及び部品」および「緑化造園」の３つを報告セグメントとしております。 

 各セグメントの主要な製品・サービスは以下の通りです。 

 
  

2.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 
  

3.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 
 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

セグメントの名称 主要製品・工事

工業用機械刃物 鉄鋼用刃物・合板用刃物・製紙パルプ用刃物・製本用刃物

産業用機械及び部品 研削盤・切断機械・スライドウェイ・各種カッターおよびユニット

緑化造園 造園工事・管理受託業務・法面工事・外構工事・建築工事

報告セグメント

合計
(百万円)

工業用機械
刃物 

(百万円)

産業用機械
及び部品
(百万円)

緑化造園
（百万円）

売上高

 外部顧客への売上高 1,062 307 89 1,459

 セグメント間の
内部売上高又は振替高

─ 0 ─ 0

計 1,062 307 89 1,459

セグメント利益又は損失(△) △48 37 △12 △23

利 益 金 額 （百万円）

報告セグメント計 △23

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △91

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △114

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

東洋刄物㈱（5964）平成23年３月期第１四半期決算短信

― 11 ―



当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １  金額は販売価格であり、セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １  セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

 （1）生産、受注及び販売の状況

 1. 生産実績

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 1,172 ─

産業用機械及び部品 284 ─

緑化造園 89 ─

合計 1,546 ─

 2. 受注実績

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 1,260 ─ 772 ─

産業用機械及び部品 367 ─ 199 ─

緑化造園 185 ─ 172 ─

合計 1,813 ─ 1,144 ─

 3. 販売実績

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

工業用機械刃物 1,062 ─

産業用機械及び部品 307 ─

緑化造園 89 ─

合計 1,459 ─
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